
資料３

さっぽろ連携中枢都市圏の
連携事業の実施状況について



1

圏域全体の経済成長のけん引 ①

創業の促進
✓圏域で抱える行政課題・地域課題をスタート
アッ プ企業との協働により解決を目指す
プロジェクト「Local Innovation Challenge
HOKKAIDO」を実施

✓令和５年度は圏域全体（連中）、南幌町、
新篠津村の課題を実証

新製品・新技術の開発のための支援

✓新製品・新技術開発等に対する補助等を実施

✓令和５年度は
「ものづくり開発・グリーン成長分野推進事業」
小樽市・千歳市の事業者を採択

「小規模企業向け製品開発・販路拡大支援事業」
小樽市・恵庭市の事業者を採択

【しんしのつ天文台：３Ｄ立方体の
蓄光素材を使った誘導灯等】

※ 南幌町は実証実験中（R6.7～８）



圏域全体の経済成長のけん引 ②

２

人手不足に向けた支援

✓省力化・自動化に資する取組みに対する補助の実施

✓女性が働きやすい環境作りに取り組む企業に対する
助成を実施

令和５年度は小樽市・千歳市・恵庭市の事業者を採択

✓令和５年度は千歳市の事業者を採択

共同プロモーションや観光資源の
活用等の推進
✓さっぽろ連携中枢都市圏観光協議会におい
て、圏域の各市町村の魅力を一体となっ
て発信

✓圏域における観光客を増加させ、圏域全体
の観光消費増大を目指す

✓令和５年度は、台湾市場がターゲット

【小樽市の事業者：商品情報自動印字化による省力化】



高次の都市機能の集積・強化

丘珠空港の利用促進

３

✓イベントの実施・メディアやＳNSの活用による情報発信
✓圏域市町村には、ポスターを送付し、掲示依頼

✓令和５年度の利用者数は、４３．９万人

【2024札幌丘珠空港FESTIVAL】千歳市参加



圏域全体の生活関連機能サービスの向上①
公立夜間中学の共同活用

４

✓令和５年度は
小樽市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市
の１０名が在籍

✓令和４年４月に開校した北海道初の公立夜間
中学『札幌市立星友館（せいゆうかん）中
学校』 ～圏域市町村の在住者も入学対象者

圏域外からの移住促進

✓圏域合同で首都圏での移住フェアを開催

✓R6.1.20に東京でフェアを実施し、１８１名
の来場あり



【周産期救急医療に関する研修】

圏域全体の生活関連機能サービスの向上②

鳥獣対策等に関する取組の推進

さっぽろ圏人材育成・確保基金の造成

５

✓職員向けヒグマ及びエゾシカ研修の開催

✓奨学金返還支援等、圏域の人材育成・
確保に資する事業に活用

✓ふるさと納税制度の活用等により基金
を造成

✓ヒグマの問題個体把握体制構築(DNAサン
プル採取等)の実施

【さっぽろ圏奨学金返還支援事業】

【子どもの芸術体験】



６

２期ビジョンでの新たな取組

「若者の出会い創出」

✓ＡＩを備えたマッチングシステム等により婚活
サービスを提供するオンライン結婚支援セン
ターを開設

✓Ｒ６．７月～「さっぽろ結婚支援センター」開設
入会登録の対象者：圏域市町村に在住、在勤
している者又は移住希望者

✓旅先納税を活用した周遊促進を実施

「圏域の共同ＰＲ」

Ｒ６．２月～運用開始
加盟店300件（R6.7.1）



７

２期ビジョンでの新たな取組

地域コミュニティアプリ「ピアッザ」の導入

✓ピアッザを活用した圏域の地域コミュニティ活性化

✓Ｒ６．５月～導入：登録者数3,241名（R6.6月末）

✓札幌市、千歳市、恵庭市、北広島市、当別町、南幌町
で導入

当別町リモート相談窓口の利用促進
✓札幌市役所本庁舎に当別町のリモート相談窓口
を設置

✓Ｒ５．１０月～運用開始
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